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要約

食欲不振と乳房炎を主訴とする 9歳8ヵ月齢のホルスタイン種乳牛で、重度の高窒素血症、蛋白尿 (300mg/

cU)およひ、尿潜血を認め、糸球体の障害を伴う重度の腎不全と診断した。臨床的には低蛋白血症と浮腫を認め

ず、また血清蛋白泳動像でもアミロイドネフローゼパターンがみられなかったため、生前にはアミロイドーシ

スを含むネフローゼ様症候群の可能性を考慮しなかったが、病理学的検索では腎糸球体にアミロイド沈着が認

められた。

はじめに

牛アミロイドーシスは、アミロイド線維が全身諸臓器

に高度に沈着することにより引き起こされる疾患で、臨

床的に持続性かっ難治性の下痢および全身の浮腫を特徴

とし、高度の低蛋白質血症および蛋白尿を呈し、直腸検

査により多くの例で腎臓の腫大を認める[1.2、3]。今回、

高度蛋白尿と腎臓の腫大を認めたものの、低蛋白血症お

よび浮腫といった典型的なネフローゼ症候群様症状を発

現せず、病理学的検索ではじめて腎糸球体にアミロイド

沈着が認められた重度腎不全の乳牛の l症例に遭遇した

ので、その概要を報告する。

症 伊j

症例は9歳8ヵ月齢のホルスタイン種乳牛で、 13ヵ月

前に最終分娩、 6ヵ月前に最終人工授精が行われた。初

診時、体温.39.0'C、心拍数100回/分、食欲不振と乳房炎

による重度の乳房硬結がみられ、抗生剤による治療が行

われた。第4病日に肺音粗励、第5病日には排糞廃絶が

みられたため、抗生剤に加えてメトクロプラミドが投与

されたが、食欲不振は改善されなかった。第 9病日に直

腸検査にて右腎臓の腫大を触知、また血液生化学検査に

おいて血清蛋白濃度は6.9g/cUであったものの、重度の
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高窒素血症 (BUNI47mg/cU)を認めたため、重篤な腎

疾患を疑い、第11病日に帯広畜産大学に搬入された。搬

入時の身体検査では、体温.38.3'C、心拍数72回/分、呼

吸数22回/分、可視粘膜蒼白、削痩、脱水、乳房の硬結

が認められた。また直腸検査では腫大した右腎臓が触知

され、悪臭のある黒色軟便も認められた。尿検査では蛋

白尿 (300時/cU)および潜血(+++)が検出され、尿

比重は1.020であったが尿沈撞はみられなかった。血液

検査ではヘモグロピンと PCVの低下、分葉核好中球割

合の増加が、また血液生化学検査では BUNとクレアチ

ニンの著しい高値、 CPKの高値、 NaとClの低値が認

められた(表1)。血清蛋白濃度は7.1g/cUであり、血

清蛋白分画電気泳動像においてはアルブミンの低下、 α、

p、yグロプリンの上昇、A/G比の低下が認められた(図

1)。その後輸液を行いながら経過を観察したが、状態

の改善は認められず、貧血と削痩が進行した。第18病日

には、 BUN(31Orr官/mとクレアチニン (22.4mg/ cU) 

はいっそう増加し、蛋日尿 (300mg/cU)も継続して認め

られた。この時点で血清総蛋白量は8.2mg/cUであり、第

9病日以降、一貫して低蛋白血症は認められなかった。

病理解剖検査および病原学的検査所見

第四病日に実施された病理解剖の結果、乳房における
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表 1 血液および血液生化学所見(第11病日)

RBC 5.01 X 10'1μt BUN 219暗1dl 

Hb 8.2g/ca Creat 15.4π疋Idl

PCV 23.5% AST 61U1e 

MCV 46.9日 LDH 1064UI I 

MCH 16.4pg CK 1193U/ I 

MCHC 34.9glde NEFA 260μEq/e 

Platelet 55. 2X 1ぴ/μt T.Chol 101ll1l1 dl 

Ca 7.2哩1dl 

P 4.2暗Idl

Na 134mEq/l 

K 4.6mEq/l 

CI 76mEq/l 

WBC 77001μt TP 7.lglca 

Sta 296 Alb 1.8g Idl (25.1 %) 

Seg 68% αglob 1. 5gldl (21.3%) 

Lym 27% s-glob I.Oglde(J4.3%) 

Mon 3% y-glob 2.8gldl(39.3%) 

Eos 0% ん G 0.34 

図1 血清蛋白電気泳動像(第四病日)

多数の被餐化膿筋およひ、消化管の出血性変化を認め、そ

れぞれ慢性化膿性乳房炎および出血性腸炎と診断された。

また腎臓では槌色と腫大がみられた(図 2)。さらに病

理組織学的検索の結果、腎臓の糸球体および血管壁、消

化管粘膜下など全身諸臓器にアミロイド沈着が確認され

た (図 3)。

考察

本症例は、生前に BUNとクレアチニンの著しい高値、

高度蛋白尿と尿潜血の検出、小球性貧血、電解質の異常、

黒色使なとの所見から、糸球体の障害を伴う重度の腎不

全を発症しているものと考えられた。腎不全の原因は特

定できなかったが、検査所見における炎症像および乳房

炎の存在から、生前には糸球体腎炎、腎孟腎炎、梗塞な

どを疑った。なお、尿中への重度の蛋白質漏出はみられ

たものの、低蛋白血症と冷性浮腹を認めず、また血清蛋
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図2 極色し表面全体が粗造な左右の腎臓

図3 腎臓の免疫組織化学染色。糸球体(矢印)および

血管壁(矢頭)に沈着した AAアミロイド蛋白質

が選択的に染色されている。

白泳動像でもアミロイド耳、フローゼパターンがみられな

かったため、アミロイドーシスを含むネフローゼ様症候

群の可能性を考慮することなく、病理組織学的検索で認

められたアミロイド沈着を生前に予想することが困難で

あった。低蛋白血症と浮腫を発現しなかった理由として

は、それらの症状を発現するだけの尿蛋白漏出が診察時

にはまだ生じておらず、アミロイドネフローゼに発展す

る経過進行中であった可能性が考えられる。さらに、電

子顕微鏡による詳細な観察は実施していないが、低ガン

7グロプリン血症がみられなかったことから、腎糸球体

基底膜の3層構造の変化が軽微であり、尿への蛋白脱出

が阻止されていた可能性も考えられた。

藤永は、と畜場に搬入された 6歳以上の牛についてア

ミ口イド沈着の有無を調査したところ、ホルスタイン種

で1，800頭中22頭 (1.2%)にアミロイド沈着を認め、臓

器別沈着率は腎臓で100%、肝臓および腸管で50%以上

であったと報告している [41。また Tojoらは、と畜場に

搬入された 4歳以上の午について同様の調査をしたとこ
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ろ、 302頭中15頭 (5.0%)の腎臓にアミロイド沈着がみ

られたと報告している [5]0 これらの牛のほとんどは健

康蓄として搬入されており、腎臓にアミロイドが沈着し

ていても、必ずしも明らかな臨床的な異常を発現するわ

けではない。

高度蛋白尿を呈する疾患のなかでも、牛アミロイドー

シスは予後不良であるが[6J、分娩後早期の乳牛にみら

れる、アミロイド沈着を全く伴わないネフローゼ症候群

様疾患は一過性であり治癒可能である [7J。つまり牛ア

ミロイドーシスは、できるだけ早期に鑑別診断摘発淘

汰することが重要と考えられる。今後、高度蛋白尿、腎

腫大が確認された場合には、低蛋白血症や浮腫などのネ

フローゼ様症状の発現がなくとも、臨床症状の経過進行

中である可能性も考慮し、腎臓のバイオプシーにより、

アミロイド物質の沈着の有無を確認することにより確定

診断を行うことが望ましいと思われた。
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